
一般社内関係者限り無断複製・転載禁止ネットワークサービスセンター高圧連系グループ

宛先
他電力会社名ではなく「東京電力パワーグリッド株式会社」とご記載ください

(3) 発電設置等設置場所
発電設備（受電設備）の設置場所住所をご記載ください※1

(4) 連系先一般送配電事業者又は配電事業者
他電力会社名ではなく「東京電力パワーグリッド株式会社」とご記載ください

日付
接続検討申込書の記載日をご記載ください

(5) 既設アクセス設備の有無
以下の条件で選択ください
- 「有」：既に設置済みの配電線を流用した系統連系希望の場合
- 「無」：新規で配電線を設置し系統連系希望の場合

(2) 発電者の名称
発電所の名称を必ずご記載ください

代表者氏名

事業者名
発電契約者様の名称をご記載ください
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高圧連系用

接続検討申込書記載例 (系統用蓄電池単独向け※) 

例）受電設備：●●県●●市●●町●-●-●、発電設備： ●●県●●市●●町●-●-●

※1 受電設備の設置場所が発電設備と異なる場合は受電設備の住所もご記載ください。

(1) 発電設備等設置者名
発電事業者様の名称をご記載ください

一般送配電事業者又は配電事業者の同一法人又は親子法人等
該当有無
東京電力パワーグリッド株式会社と親子関係がある場合は「有」を、
それ以外は「無」をチェックしてください。

様式1
※余剰売電および他電源種別との併設は除く

[凡例] 

：他項目と同一内容を記載する箇所

：特に不備の多い要注意箇所
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(7) 契約種別
系統用蓄電池の場合は
「上記以外の事業者と受給契約を締結予定」を選択ください

(6) 発電設備等変更の有無
下記に従って、いずれかを必ず選択ください
- 「新規」：初めて売電申込をする場合
- 「有」：新規本申込以降に発電設備の変更を希望する場合(増設)

(9) 特記事項
以下の情報をご記載ください
・既設アクセス設備の受電地点特定番号
「(5)既設アクセス設備」が「有」で、既に受電地点特定番号を持っている
場合、受電地点特定番号をご記載ください
・最寄りの電柱
発電事業者様の敷地内電柱と連系希望の東電電柱の番号を
ご記載ください
・蓄電池単独連系
「蓄電池単独連系」とご記載ください
・蓄電池特別措置適用有無（予定）
「有り」か「無し」いずれかでご記載ください
※詳細は託送供給等約款、
「附則4 揚水発電設備等が設置された需要場所に接続供給を行なう
場合の特別措置」をご確認ください（以下リンク）
https://www.tepco.co.jp/pg/consignment/notification/index-j.html

(8) 連絡先
必ずご記載ください

【連絡先】
発電事業者情報をご記載ください

【技術的事項に関する連絡先】
設置事業者もしくは申込事業者情報をご記載ください

高圧連系用 [凡例] 

：他項目と同一内容を記載する箇所

：特に不備の多い要注意箇所

様式1

接続検討申込書記載例 (系統用蓄電池単独向け) 

https://www.tepco.co.jp/pg/consignment/notification/index-j.html
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3．電源種別
該当する電源種別に必ずチェックください。

1．希望時期
仮の希望日で構いませんので、接続検討申込書の記載日ではなく、 (1)から(3)の順
で、記載日よりも未来の日付になるようご記載ください。

(3) 発電設備等の連系開始希望日(営業運転)
申込書記載日ではなく、託送供給開始の予定時期をご記載ください

(2) 発電設備等の連系開始希望日(試運転)
申込書記載日ではなく、試運転で系統連系する予定時期をご記載ください

(4) 発電量調整供給又は振替供給の終了希望日
〔発電量調整供給又は振替供給の希望契約期間〕
申込書記載日を記載しないでください。希望終了日がなければ、「希望なし」を
選択ください

(1) アクセス設備の運用開始希望日
申込書記載日ではなく、電力系統に接続しアクセス設備を使用可能とする
希望日(東京電力パワーグリッド株式会社との連系希望日)をご記載ください

*1．参考) 契約受電電力に対する標準電圧
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様式2

高圧連系用

(1)より未来日

(2)より未来日

[凡例] 

：他項目と同一内容を記載する箇所

：特に不備の多い要注意箇所

✓

発電設備等の概要

接続検討申込書記載例 (系統用蓄電池単独向け) 

チェックボックスが
ずれやすいため

整えてご提出願います

2．希望受電電圧・予備電線路希望の有無

(1) 希望受電電圧
連系エリアの一般送配電事業者及び配電事業者の託送供給等約款又は
その他要綱等に定める「契約受電電力に対する標準電圧*1」を参考に
6kV(6.6kV)でご記載ください

(2) 予備電線路希望の有無
本線だけでなく、予備電線路（緊急時などで本線が使用できない際に系統を利
用する予備の電線）も接続検討予定の方は、「有」を選択ください。
「有」選択の場合は、原則、追加の検討料を頂戴いたします
※「有」選択の場合は、以下項目も選択・ご記載ください
・希望する予備送電サービスAもしくはBを選択
・予備送電サービス契約電力を記載
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様式2

高圧連系用

接続検討申込書記載例 (系統用蓄電池単独向け) 

発電設備等の概要

セキュリティ管理責任者の
「その他」を選択の場合、
氏名を必ずご記載ください

PCSの台数

自家消費する電力(系統用蓄電池の場合、充放電を除く
所内電力を含む)の最大値・最小値をご記載ください
※不明の場合は「0」をご記載ください。
最大値は「様式4 1．(1)合計容量」と同一数値を記載ください
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C

D

E

F

受電地点における受電電力(系統への送電電力)の最小値を
ー1999.4kw以上となるようにご記載ください

=   ーD B E

赤枠内を記載ください

受電地点における受電電力(系統への送電電力)の最大値を
1999.5kw未満となるようにご記載ください

=   ーC A F

＜同一記載箇所＞
放電側：様式3(直流発電設備等) 3．定格出力(合計)

様式3(逆変換装置) (4)定格出力[放電側](合計)
充電側：様式3(逆変換装置) (4)定格出力[充電側](合計)

A B

放電側の定格出力合計
をプラス表記で記載

充電側の定格出力合計
をマイナス表記で記載

2000kw

OK NG

1999.4kw
1999kw

1999.5kw

系統からの供給電力(買電)
のためマイナス表記となります

2000kwー2000kw

OKNG

0kw 送電電力供給電力

ー1999.4kw

必ずチェックください 定格出力合計・受電電力の求め方 (例)

※原則2000kw以上は特別高圧へのお申込みとなります

※蓄電池の場合は送電電力と供給電力を確認します
※契約受電電力(系統との契約電力)は、
 少数点以下第一位を四捨五入した値となります
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蓄電池では不要
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様式3

高圧連系用 [凡例] 

：他項目と同一内容を記載する箇所

：特に不備の多い要注意箇所

主要設備仕様(回転機) 

接続検討申込書記載例 (系統用蓄電池単独向け) 
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1．一般

(1) 原動機の種類
<同一記載箇所> 様式2 3．電源種別

(3) 運転可能周波数
(4) 連続運転可能周波数
メーカーの仕様書を確認して、発電する際の周波数をご記載ください

(5) 周波数低下時の運転継続時間
メーカーの仕様書を確認して、ご記載ください

(6) 自動電圧調整装置の有無
自動電圧調整装置(AVR)の有無をご記載ください。「有」の場合は、
(7)自動電圧調整装置の定数に「整定値、整定可能範囲、刻み」を
ご記載ください

(2) 台数
<同一記載箇所>
様式2 発電設備等の概要 4． 台数
様式3(逆変換装置)        1．(2)台数
様式5の4 単線結線図     PCS台数

2．昇圧用変圧器
メーカーのカタログ等を参照して、全てご記載ください。
昇圧用変圧器の定格容量、定格電圧、タップ数、
各タップ電圧％インピーダンス(定格容量ベース)でご記載ください。
※昇圧用変圧器とは：逆変換装置(PCS)、蓄電池に設置されている
変圧器のこと

(1) 定格容量
<同一記載箇所> 様式5の4 単線結線図 昇圧用変圧器
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様式3

高圧連系用 [凡例] 

：他項目と同一内容を記載する箇所

：特に不備の多い要注意箇所

10

1

主要設備仕様(直流発電設備等) 

接続検討申込書記載例 (系統用蓄電池単独向け) 

2,000（500×4)

※PCS一台ごとの定格出力が異なる場合には様式3を複数枚ご提出ください
その際、複数枚の様式3で記載した「台数と定格出力の合計」が、
様式2で記載した「台数と定格出力合計」と同値となるように記載ください
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3．直流発電設備等

 

直流発電装置

 

逆変換装置(インバータ)

ください

 

通電電流制限値
逆変換装置に接続される蓄電池の短絡電流合計をご記載ください

主回路方式
インバータの主回路方式(転流方式を含む)をご記載ください。
※スイッチング方式ではありません

FRT要件適用の有無
事故時運転継続(FRT)要件適用の有無をご記載ください。FRT要件の
詳細は、メーカーの仕様書を確認ください
(測定データ)高調波電流歪率：高調波による電波障害や伝導障害に
対する対策がある場合にはご記載ください

その他特記事項
①PCS1台あたりの蓄電池容量と②蓄電池容量の合計※をご記載ください。
※②蓄電池容量の合計が「様式3(逆変換装置) 2．(24)蓄電容量」
の「出力×時間」以上の数値となるようにご記載ください

出力制御方式
インバータの出力制御方式、ならびに出力制御する際の最大抑制率を
ご記載ください

四捨五入せずにご記載ください

定格出力
「様式2 4．発電設備等の定格出力合計」と同値となるように
一台当たりの定格出力を記入ください(合計出力でも可)
※出力制御(制限)をしている場合は、出力制御(制限)後の値を
記載ください

<同一記載箇所>
・様式2 4．発電設備等の定格出力合計
・様式3(逆変換装置) (4)定格出力(合計)

もしくは様式3(逆変換装置)の「1．(2)発電機台数」 ×「(4)定格
出力(1台あたり)」）
・様式5の4 単線結線図
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様式3

高圧連系用 [凡例] 

：他項目と同一内容を記載する箇所

：特に不備の多い要注意箇所

主要設備仕様(直流発電設備等) 

接続検討申込書記載例 (系統用蓄電池単独向け) 
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4．保護リレー等
製造者、型式、相数、整定範囲についてご記載ください。
※PCSや遮断器等の仕様書等を参照ください

連系用遮断器 その他機器
遮断器：VCBの仕様についてご記載ください
その他機器：VT・CT・PD・ZPD・ZCTの仕様についてご記載ください

補足説明
CT過電流定数n
保護リレー用変流器であることから過電流領域や短絡領域での特製が重要で
ある。CTの過電流領域における誤差を過電流定数で示す。
「比誤差がー10％となるときの1次側電流を定格1次電流で除した数」

蓄電池では不要
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様式3

高圧連系用 [凡例] 

：他項目と同一内容を記載する箇所

：特に不備の多い要注意箇所

主要設備仕様(直流発電設備等) 

接続検討申込書記載例 (系統用蓄電池単独向け) 
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自動同期検定装置
電圧上昇抑制機能、発電機並列時・脱落時の電圧変動抑制機能、
自動負荷遮断装置、自動同期検定機能の有無をご記載ください

蓄電池では不要
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様式3

高圧連系用 [凡例] 

：他項目と同一内容を記載する箇所

：特に不備の多い要注意箇所

主要設備仕様(直流発電設備等) 

接続検討申込書記載例 (系統用蓄電池単独向け) 
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蓄電池では不要
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様式3

高圧連系用 [凡例] 

：他項目と同一内容を記載する箇所

：特に不備の多い要注意箇所

発電設備仕様(二次励磁巻線形誘導機) 

接続検討申込書記載例 (系統用蓄電池単独向け) 
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2．逆変換装置
・各数値は、メーカーへお問い合わせいただき、ご記載ください

・以下の記載はPCS単体または合計値にて平仄を合わせてご記載願います
(3)定格容量
(4)定格出力
(5)出力変化範囲
(24)蓄電容量

1．全般

(4) 定格出力
様式2 「4．発電設備等の定格出力合計」と同値となるように
一台当たりの定格出力を記載ください(合計出力でも可)
※出力制御(制限)をしている場合は、出力制御(制限)後の値を
記載ください

<同一記載箇所>
・様式2 4．発電設備等の定格出力合計
・様式3(直流発電設備等)の3.定格出力(合計)

もしくは様式3(直流発電設備等)の「(2) 発電機台数」 × 「3. 定格
出力(1台あたり)」
・様式5の4 単線結線図

(2) 台数
<同一記載箇所>
様式2 4． 発電設備等の定格出力合計 台数
様式3(直流発電設備等) 1． (2)台数
様式5の4 単線結線図 PCS台数

(1) 原動機の種類
<同一記載箇所> 様式2．3．電源種別

(5) 出力変化範囲
(4)定格出力の値以上の数値ではなく、範囲内に(4)定格出力(充電側と
放電側)の値が含まれるようにご記載ください
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様式3

高圧連系用 [凡例] 

：他項目と同一内容を記載する箇所

：特に不備の多い要注意箇所

発電設備仕様(逆変換装置)

接続検討申込書記載例 (系統用蓄電池単独向け) 

※PCS一台ごとの定格出力が異なる場合には様式3を複数枚ご提出ください
その際、複数枚の様式3で記載した「台数と定格出力の合計」が、
様式2で記載した「台数と定格出力合計」と同値となるように記載ください
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2．逆変換装置
各数値は、メーカーへお問い合わせいただき、ご記載ください

(12) 自動電圧調整機能
逆変換装置の自動電圧調整機能の種類をご記載ください。
力率一定制御が可能な場合は、その他の()内に「力率一定制御」と
ご記載ください

(14) 系統並解列箇所
発電機の並解列箇所の分かる図を様式5の4 単線結線図に添付ください

蓄電池では不要
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様式3

高圧連系用 [凡例] 

：他項目と同一内容を記載する箇所

：特に不備の多い要注意箇所

(24) 蓄電容量
- 「出力」：「様式3(逆変換装置) (4)定格出力」と同値で記載ください
- 「時間」：定格出力時の出力可能時間[h]をご記載ください

※「出力×時間」が「様式3(直流発電設備等) 3．その他特記事項」
で記載した「蓄電池容量（総容量）」以下の数値となるようにご記載
ください

発電設備仕様(逆変換装置)

接続検討申込書記載例 (系統用蓄電池単独向け) 

5



一般 社内関係者限り 無断複製・転載禁止 ネットワークサービスセンター 高圧連系グループ

4．高調波発生機器
「有」の場合は、「高調波抑制対策技術指針(JEAG9702)」の
高調波流出電流計算書を添付ください

1．負荷設備

(1) 合計容量
<同一記載箇所> 様式2 6．自家消費電力 最大

5．電圧フリッカ発生源
電圧フリッカ対策「有」の場合は、資料を添付ください

3．調相設備
総合負荷力率に調相設備を含む場合は記載不要です

2．受電用変圧器
※受電用変圧器とは：所内用電源の電源側の変圧器のこと

(1) 定格容量
<同一記載箇所>
様式5の4 単線結線図 変圧器(変圧器合計でも可)

13

様式4

高圧連系用 [凡例] 

：他項目と同一内容を記載する箇所

：特に不備の多い要注意箇所

負荷および受電設備

接続検討申込書記載例 (系統用蓄電池単独向け) 



一般 社内関係者限り 無断複製・転載禁止 ネットワークサービスセンター 高圧連系グループ

高調波流出電流計算書(その1)(その2)
4．高調波発生機器「有」の場合は、
「高調波抑制対策技術指針(JEAG9702)」の
高調波流出電流計算書を必ず添付ください

14

様式4

高圧連系用 [凡例] 

：他項目と同一内容を記載する箇所

：特に不備の多い要注意箇所

負荷および受電設備-高調波流出電流計算書(その1)(その2)-

接続検討申込書記載例 (系統用蓄電池単独向け) 



一般 社内関係者限り 無断複製・転載禁止 ネットワークサービスセンター 高圧連系グループ

蓄電池では不要

15

様式5の1

高圧連系用 [凡例] 

：他項目と同一内容を記載する箇所

：特に不備の多い要注意箇所

発電機制御系ブロック図-励磁系-

接続検討申込書記載例 (系統用蓄電池単独向け) 



一般 社内関係者限り 無断複製・転載禁止 ネットワークサービスセンター 高圧連系グループ

蓄電池では不要

16

様式5の2

高圧連系用 [凡例] 

：他項目と同一内容を記載する箇所

：特に不備の多い要注意箇所

発電機制御系ブロック図-ガバナ系-

接続検討申込書記載例 (系統用蓄電池単独向け) 



一般 社内関係者限り 無断複製・転載禁止 ネットワークサービスセンター 高圧連系グループ

17

様式5の3

高圧連系用 [凡例] 

：他項目と同一内容を記載する箇所

：特に不備の多い要注意箇所

設備運用方法-発電機運転パターン、受電地点における受電電力パターン-

表の表記ではマイナス(ー)を取って記載ください
例)「ー1,940」→「1,940」と記載

接続検討申込書記載例 (系統用蓄電池単独向け) 

「様式2 5．受電地点における受電電力」で記載した

 と           の

0~24時(1日)における最大連続時間が1回ずつ分かる図を作成ください

最大受電電力

※時間は
「様式3(逆変換装置) (24)蓄電容量」の「時間」と同じ時間で作成ください

放電

充電

  様式2 5. 受電地点における受電電力

最小受電電力

＜パターン図作成時の最大受電と最小受電の考え方＞

 
最大受電

最小受電

自家消費最小

自家消費最大

様式3(逆変換装置) 2.(4)定格出力(放電側)

様式3(逆変換装置) 2.(4)定格出力の(充電側)

＝

＝

ー

＋

最
大
受
電

定
格
出
力(

放
電
側)定

格
出
力(

充
電
側)

最
小
受
電

充電側と放電側の最大連続時間の値が蓄電池容量を超えないように作成ください

定格出力(放電側)
×

時間(放電側)

定格出力(充電側)
×

時間(充電側)

様式3(直流発電設備) その他特記事項
「②蓄電池容量の合計(蓄電池総容量) ≧≧

1,998kw

ー1,940kw

自家消費最小

自家消費最大

様式3(逆変換装置) 2. (4)定格出力



一般 社内関係者限り 無断複製・転載禁止 ネットワークサービスセンター 高圧連系グループ
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様式5の4

高圧連系用 [凡例] 

：他項目と同一内容を記載する箇所

：特に不備の多い要注意箇所

単線結線図

接続検討申込書記載例 (系統用蓄電池単独向け) 
単線結線図
•単線結線図の各情報に関して、「様式3 (直流発電設備等) その他特記事項」と
平仄を合わせてご記載ください

•連系用変圧器(昇圧用・受電用変圧器)などの
単線結線図を文字化けのないように添付してください

•系統解列箇所を明示してください
VCT
VCTは1つ、計量器は2つで
ご記載ください

昇圧用変圧器
<同一記載箇所> 様式3(直流発電設備等) 2．昇圧用変圧器 (1)定格容量

受電用変圧器
<同一記載箇所> 様式4 2．受電用変圧器 (1)定格容量

受電用変圧器

昇圧用変圧器

10

系統解列箇所

定格出力
500kw

定格出力
500kw

定格出力
500kw

定格出力
500kw

PCS台数
<同一記載箇所>様式2 4．発電設備等の定格出力合計 台数

2700 2700



一般 社内関係者限り 無断複製・転載禁止 ネットワークサービスセンター 高圧連系グループ

設備配置関連ー主要設備レイアウト図ー
計量器、VCT、通信端末、受変電設備等の設置場所がわかる図面、装柱図、
キュービクル等の図面をご記載ください

19

様式5の5

高圧連系用 [凡例] 

：他項目と同一内容を記載する箇所

：特に不備の多い要注意箇所

設備配置関連図 出所：電力広域的運営推進機関
https://www.occto.or.jp/access/kentou/files/AP2K_kisairei_taiyoukou_20240410.pdf設備配置関連-主要設備レイアウト図-

接続検討申込書記載例 (系統用蓄電池単独向け) 

https://www.occto.or.jp/access/kentou/files/AP2K_kisairei_taiyoukou_20240410.pdf


一般 社内関係者限り 無断複製・転載禁止 ネットワークサービスセンター 高圧連系グループ

20

様式5の6

高圧連系用 [凡例] 

：他項目と同一内容を記載する箇所

：特に不備の多い要注意箇所

設備配置関連-敷地平面図-

接続検討申込書記載例 (系統用蓄電池単独向け) 

設備配置関連ー敷地平面図ー
以下の情報が分かる地図を忘れずに添付ください

「接道(公道)の位置」、「東電柱の位置」、「構内受電柱」、「受電設備」、「発電設備の設置場所」

[記載例での表記]

- 「接道(公道)の位置」：黄色点線に囲まれた場所に接する公道
- 「東電柱の位置」：大林220柱
- 「構内受電柱」：引込柱※

- 「受電設備」：キュービクル
- 「発電設備の設置場所」：黄色点線に囲まれた場所

※引込柱：電力会社の電線と接続する（を引き込む）ための敷地内の電柱

蓄電池



一般 社内関係者限り 無断複製・転載禁止 ネットワークサービスセンター 高圧連系グループ

21

様式5の7

発電場所周辺地図
周辺の建物名が明記されている地図を添付してください

高圧連系用

発電場所
敷地平面図で記載した発電設備場所が分かるよう
印をつけてください

発電場所周辺地図

接続検討申込書記載例 (系統用蓄電池単独向け) 



一般 社内関係者限り 無断複製・転載禁止 ネットワークサービスセンター 高圧連系グループ

22

様式5の8

工事工程表
仮の希望日で構いませんので、様式2 1．希望時期で記載したアクセス設備の運用開始
希望日、発電設備等の連系開始希望日(試運転)を明記してください
※申込書記載日より未来日をご記載ください

高圧連系用 [凡例] 

：他項目と同一内容を記載する箇所

：特に不備の多い要注意箇所

工事工程表 出所：電力広域的運営推進機関
https://www.occto.or.jp/access/kentou/files/AP2K_kisairei_taiyoukou_20240410.pdf工事工程表

接続検討申込書記載例 (系統用蓄電池単独向け) 

https://www.occto.or.jp/access/kentou/files/AP2K_kisairei_taiyoukou_20240410.pdf


一般 社内関係者限り 無断複製・転載禁止 ネットワークサービスセンター 高圧連系グループ

蓄電池では不要

23

様式5の9

高圧連系用 [凡例] 

：他項目と同一内容を記載する箇所

：特に不備の多い要注意箇所

風力発電の出力特性-出力変化速度-

接続検討申込書記載例 (系統用蓄電池単独向け) 



一般 社内関係者限り 無断複製・転載禁止 ネットワークサービスセンター 高圧連系グループ

蓄電池では不要

24

様式5の10

高圧連系用 [凡例] 

：他項目と同一内容を記載する箇所

：特に不備の多い要注意箇所

風力発電の出力特性-カットイン/カットアウト特性-

接続検討申込書記載例 (系統用蓄電池単独向け) 



一般 社内関係者限り 無断複製・転載禁止 ネットワークサービスセンター 高圧連系グループ

蓄電池では不要

25

様式5の11

高圧連系用 [凡例] 

：他項目と同一内容を記載する箇所

：特に不備の多い要注意箇所

風力発電の出力変動対策の方法

接続検討申込書記載例 (系統用蓄電池単独向け) 
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